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１．概要（Summary） 

フォトニック結晶(Photonic Crystal; PhC）は、屈折

率（誘電率）の異なる物質を光の波長程度で周期配列

したものである。PhCは特定の周波数域の光が透過で

きないフォトニックバンドギャップを持つ。強誘電体

は外部電場印加に伴い、屈折率が変化する電気光学効

果を有するため、PhCの母材として用いれば、電圧で

特性を制御できる PhC が期待される。ここでは強誘

電体 PhC の実現を目的とし、強誘電体(Pb, La)(Zr, 

Ti)O3 (115/3/65/35) (PLZT)と透明導電膜 tin-doped 

indium oxide (ITO)の一次元積層構造を作製した。 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

レーザー露光装置、超高真空スパッタ装置、急速赤外線

アニール炉 

【実験方法】 

ITO/PLZT/ITO 構造のキャパシタ作製手順を以下

に示す。まず 600 °Cに加熱した石英基板上に ITO 薄

膜を RFスパッタにより作製した。その後 PLZT薄膜

をMOD (Metal Organic Decomposition) 前駆体溶液

を用いてスピンコートにて作製した。180°C /1 minで

乾燥、300 °C /3min で仮焼成、酸素雰囲気下 600°C 

/10 minで本焼を行い、PLZT 薄膜を結晶化させた。

その後再度 ITOをスパッタし、上部電極を形成した。

感光性レジストZPN1150-90を 110°C/2minでスピン

コートした後、レーザー描画装置を用いて電極パター

ンの描画をし、現像を行った。その後、ITOのウェッ

トエッチングを 20 min行い、電極パターンを形成し

た。 

３．結果と考察 （Results and Discussion） 

本研究で作製した ITO/PLZT/ITO キャパシタ構造に

おいて D-E ヒステリシス測定を行った結果、強誘電性は

確認できなかった。ITO/PLZT/ITO と ITO/PLZTの境界

を集束イオンビームで切り出し、断面 SEM 観察したもの

を Fig. 1に示す。Fig. 1 より、ITOのエッチングが不完全

で、上部電極として機能する部分以外にも ITO が堆積し

ており、設計通りのキャパシタ構造が作製できていないこ

とが確認された。このため、上部と下部の ITOがショートし、

PLZT へ電場印加がなされず、強誘電性が確認できなか

ったと考えられる。また Fig. 2 の XRD 測定の結果より、

55°付近に現われるはずの PLZT(210)のピークが確認で

きなかった。このことから600°Cの本焼温度では、完全に

PLZT が結晶化していない可能性があることも、強誘電性

が確認できない原因であると思われる。今後は以上の改

善を試みる予定である。 

 

Fig.1 SEM image of ITO/ PLZT/ITO 

 

Fig. 2 XRD pattern of ITO/PLZT/ITO  
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なし。 
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６．関連特許（Patent） 

なし。 
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